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代表的な意見 村長コメント

• コミセンの運営を住民の団体等
と一緒に考えていく

• HPから予約できるようにしたり
予約状況を見える化する

• ＰＲを強化し、活用の仕方を
知ってもらう。

• 高齢者や障害者、遠方の地区か
らの交通アクセスの改善

• 土足で入れる空間を増やすなど
施設のバリアフリー化を進める

• カフェスペースの設置

⇒コミセン職員とも一緒に考えてい
けるような枠組みを考えたい。

⇒県の予約システムの改修時期に合
わせ、オンライン予約の導入も検討
している。オンラインに不慣れな方
にも配慮して進めていく。

⇒巡回バス導入等の試算はしている
が採算が難しいところ。

⇒予算も踏まえて検討したい

⇒民間事業者との連携も踏まえて検
討していきたい。

1 誰でも使える貸館施設としてのより良い活かし方は？



代表的な意見 村長コメント

• 自治会未加入者への周知も必要
ではないか

• スポーツ道具などコミセン備品
の貸し出しを可能とする。

• 料金を下げて利用しやすくする
ほか、減免団体からの一定の料
金をとって効果的な利用を促す
手もある。

• 自習室として利用できるように
し、利用状況も見える化する

• 気軽に個人でも使えるフィット
ネスジムような使い方もあるの
では？

⇒村報やＩＴによる周知の強化も考
えていく。

⇒従来各コミセンで同じ用具を揃え
ていたが、各地区固有の要望もある
ことから可能性を検討していく。

⇒減免団体の取り扱いや料金の適正
性は一概に何が正しいか言えないが
多面的に考えていく。

⇒子供が一人でいることで、事故や
トラブル発生時の責任問題が生じる
リスクはあるが、地域の要望を踏ま
えて、可能性を検討していく。
⇒個人が使えるようなアイディアも
検討していく。

1 誰でも使える貸館施設としてのより良い活かし方は？



代表的な意見 村長のコメント

• クリスマス会など子供向けイベン
トの開催

• バスケットボールの移動式ゴール
など子どもが気軽に遊べる場所に。

• 以前行われていた住民健診の実施。

• 防災の拠点として、災害時に各コ
ミセンが協力できる関係づくり

• 防災訓練とキャンプを兼ねたイベ
ントの実施

⇒ほかの利用者からの苦情にならな
いような使われ方を意識しつつ考え
ていく。

⇒方法を検討していく。

⇒地域の基幹避難所としての位置づ
けもあるので考えていく。

２ 地域の拠点施設としての新たな役割・使われ方は？
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